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プロフィール 

 永田
ながた

 萠
もえ

 姫路市立美術館長 

 

 出版社などでグラフィックデザインの仕事

に携わった後、1975 年にイラストレーターと

して独立。豊かで美しい色彩から生み出され

る独特のファンタジーの世界は、国内外を問

わず広く親しまれている。画集やエッセイな

ど、これまでに約 160 冊余を出版。一方、広

告媒体や企業商品等のコマーシャルアートの

他に、公共機関に設置される陶板画や舞台ホ

ールの緞帳など作品の展開は幅広い。日本郵

便発行の切手もこれまでに 39 種を制作した。

国内約 200 会場での巡回展のほかに、デンマ

ーク･台湾･フランスでも作品展を行い、可能

性を開き続けている。 

また教育や子育て、街づくりをテーマに講演

会講師や委員会委員をつとめる機会も多い。

2016 年より京都市子育て支援総合センターこ

どもみらい館 館長、2018年より姫路市立美術

館館長を務める。兵庫県加西市出身、京都市

在住。 

 

 

皆様、こんにちは。ただいまお心のこもっ

た御紹介を頂戴いたしました永田萠でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 姫路市立美術館館長ということで、このお

役目を申しつかりましたが、もとより景観の

専門家ではございませんので、どれほどお役

に立てるお話になるかは心もとない限りなの

でございますが、私、中学・高校と姫路城の

東の下、賢明女子学院で過ごしまして、今か

ら思いますと、今のような仕事をする上で一

番心が耕されると言いますか、感受性が豊か

になり創造力がはぐくまれる時代をお城の下

で育ったことは本当に大きなことだと考えて

おります。 

 ある方がおっしゃってたんですが、幼いと

きに目にした風景、それは大きくその人の精

神生活、心の成長に影響を与えると聞いたこ

とがあるんですが、まさに仰ぎ見る美しい人

の手でつくられた建造物の美である姫路城を

見て幼い時代を過ごしたことは、今の自分に

とって大きな贈り物だったなと考えておりま

す。 

 御縁がありまして姫路に戻ってまいりまし

た。今までも何回か用がありまして姫路市に

はお伺いしてたのですが、不思議なことに４

月に館長に就任しましてからは、住まいして

おります京都、もう50年住んでるんですが、

姫路は新幹線で参ります。ちょうど新神戸を

過ぎますとトンネルがありますので、しばら

く海沿いを走ります。明石を越えるころにな

りますと急に空が広くなるんです。ほとんど

新幹線の座ってます席の目の位置から空が広

がる。皆様方は余り意識されないかもしれま

せんが、京都のように三方高い山に囲まれた

盆地に住んでおりますと本当に空は見上げる

ようなものなのですが、播州平野は豊かに、
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なだらかな山々の裾に広がっておりますから

空が本当にきれいなんです。きょうも美しい

秋晴れでした。ですから、その秋晴れの空の

下に遠く姫路城を見ますと、帰ってきたとい

う感慨が湧いてまいります。 

 実は昨日参りまして、２日目ですけれども、

11月の初めは出張と言いますか、絵の仕事で

北海道の十勝平野、帯広に４日間おりました。

そして、ちょうど１週間後、戻りまして１日、

２日おいてから、この月曜日までは奄美大島

におりました。つまり、北の大地と南の島を

両方、四、五日を過ごしたんですが、もちろ

ん風景は全く違うんです。 

何が違うかと言いますと、帯広の11月の初

めは青と黄色の世界です。完璧な青い空と黄

色いカラマツの紅葉です。紅葉というのはお

かしいかもしれませんね。北海道の紅葉は全

て黄色です。オレンジ色がほとんどありませ

ん。つまり、カエデとか、カシワの木はある

んですが、あれは茶色ですので。圧倒的にカ

ラマツの黄色の美しい樹形の黄色いシルエッ

トがどこまでも続くんです。全く外国の風景

です。 

片や奄美大島は全く紅葉というものがあり

ません。ほとんどが照葉樹林の深い山々が連

なる、ほとんどが山で埋められてる島ですの

で、ヘゴという巨大なシダ科の植物とガジュ

マルがあります。ですから、全く紅葉するこ

とがありません。古い葉っぱは落ちますが、

また新芽がすぐ出ますので、私たちの目から

見ると季節が春なのか秋なのか全くわかりま

せん。春先にもよく参りますが、緑の深さは

全く変わりません。これも不思議な光景です。 

ですから、日本が、いかに北から南に細長

くて、しかも特異な、その土地その土地の景

観を豊かに持つ国かということがわかるので

すが、この２つの滞在で共通した出来事があ

ります。 

それは何かと言うと、台風21号です。奄美

大島も大きな被害を受けました。そして、そ

の被害は、皆様も御記憶に新しいと思います。

その直後、北海道は地震がありましたよね。

あの時点で山が崩れました。それで、山裾の

おうちがその土砂に埋もれたりしましたが、

全く同じ風景が奄美大島にもあるんです。奄

美大島は地震ではなくて風水害ですけれども、

でも同じように山が崩れて、そのむき出しの

斜面は、悲しいことに北の北海道も南の奄美

大島も同じ光景でした。まさに自然の驚異を

目の当たりにしてきたんですけれども、でも

人の営みの中に、たびたびこういうことはあ

ったと。どちらの方たちも偶然同じことをお

っしゃいました。私たちは負けない。必ずま

た、もとの美しさを取り戻すとおっしゃって

て本当に心強く思ったのですが、日本という

国は天然の自然にも多く恵まれておりますが、

やはり人の手の営みによる美しい景観が保た

れてる。だからこそ、これほど多くの人が日

本にあこがれてやってこられるのではないか

なと思っております。 

きょうは、主に私が少女時代を過ごしまし

た姫路の美しい景観を中心にしてお話をした

いと思うのですが、私は職業はイラストレー

ター、そして絵本作家でございますので、こ

れからちょっと会場を暗くしていただいて、

もう既にスクリーンを用意していただいてお

ります。いろんな資料写真もございますので、

まずは冒頭、私の自己紹介を兼ねて、どんな

絵を描いているか、多分第２のふるさと姫路

ですから、ほとんどの方は、それ知ってる、

それ聞いたと思われるかもしれませんが、ま

ずは私も自分の絵を見ていただくとちょっと

気持ちが落ちつきますので、そういう構成に

したいと思います。 

ちょっと会場を暗くしていただきます。 

 ごらんくださいませ。これから見ていただ

く数点は、全て姫路市のために描いたイラス

トです。私は画家としての歴史は四十三、四

年になるかと思うのですけれども、調べてみ

ますと、随分たくさん姫路のために絵を描い

ております。これなど一番古いのですが、ご

らんください。これは自画像のつもりで描い
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た小さな絵ですが、妖精が持ってるスケッチ

ブックに姫路城が描かれています。 

姫路城、何と言いましても、たくさんの画

家がその美にチャレンジして絵画にされるん

ですが、私のような微力な絵描きから言うと、

あんな巨大な美にチャレンジするのは本当に

向こう見ずという気がしますので、そんなに

しっかり描いたことはないのですが、それで

もこんなふうに描いたことはあります。ごら

んください。シロトピアのときの記念のポス

ターです。もうどれぐらい前になるんでしょ

うね。時間がたってることの証明は姫路城に

あります。ごらんください。皆さん、姫路城

の屋根が黒いですよね。今の姫路城とは全く

違います。私の学生時代はちょうど昭和の大

修理が終わりかけたころでしたので、それか

らまた30年ぐらいたった後の作品だと思いま

すので、姫路城、今よりも屋根瓦が黒いです。 

これは当時、担当さんから千姫をイメージ

した美しい女性のイラストを描いてください

という御注文を受けました。ですから、私は、

いつも花と妖精を描く絵描きですので、この

着物姿の美しい女性の背中にある羽はシラサ

ギです。サギの羽です。 

姫路市の市の花はサギソウですが、サギソ

ウも姫路市のために２点描いております。ご

らんください。これは現在、私が美術館館長

の名刺に勝手に使っておりますけれども、私

に挨拶してくださったら、この名刺を差し上

げますので。 

サギソウは難しい花でして、ごらんのよう

に本当にシラサギが空に今にも舞い立ちそう

な形をしております。何が難しいかと言いま

すと、花びらの先端の部分です。細い糸のよ

うに切れ込みが入っているのが非常に難しい

です。 

次の絵もサギソウです。ごらんください。

サギソウとサギソウの妖精さんたちです。緑

化推進運動のマークも描いております。ごら

んください。どこかで見たと御記憶の片隅に

あるかもしれませんね。 

私はキャリアの最初はグラフィックデザイ

ナーでしたので、こういったシンボルマーク

もたくさん制作しております。これは比較的

古いものですが、めちゃくちゃ新しいものと

しては、こういったものがあります。ごらん

ください。 

これは姫路信用金庫さんの「はなちゃんと

ふたばくん」のキャラクターです。昨年度で

すが、同時制作で姫路信用金庫さんのポスタ

ーも描いております。ごらんください。これ

はいろんなところで使われているかと思うの

ですが、これはファミリーツリーをイメージ

しておりまして、地元に根差した信用金庫さ

んですので、代々のおうちを守る私たちの一

番身近な銀行ということで、いろんな家族の

方たちの営みが受け継がれていくファミリー

ツリーをイメージしています。なかなか凝っ

ておりまして、二世帯住宅ですよ、これ。上

のほうにおじいちゃんとおばあちゃんのおう

ちもありますけれども。こんな絵を描く絵描

きでございます。 

もちろん、イラストレーターという仕事は

おもしろい仕事でして、描きたいものもたく

さんあるんですが、ほとんどの場合は依頼を

受けて制作をいたします。ここで見ていただ

きました全ては、姫路市から依頼を受けて制

作したものです。ほかにも何点かあるんです

が、こればっかりになるといけませんので、

このような自己紹介バージョンを踏まえまし

て、いよいよ本題に入りたいと思います。 

さて、姫路市立美術館、皆様にとって一番

身近な美術館であろうと思います。私の学生

時代は、あの美しいれんがの建物は市役所で

した。我が母校は、ちょうど斜め向かいぐら

いのところに位置しておりますので、私が郷

里の加西市から乗ってくるバスは、ちょうど

「市役所前」というところでおりました。で

すから、卒業するまで、私にとってあの建物

は市役所で、美術館はもっと後のことですの

で、美しい思い出に残るれんがの建物です。 

姫路市立美術館はすばらしいコレクション
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をたくさん持っておりますが、大きな特色の

一つに郷土の優れた作家の方たちのコレクシ

ョンをジャンルを問わず多く持っていること

です。日本画ですと、最も有名なのは、福崎

町で生まれ育った人ですけれども、やはり松

岡映丘です。あとは、池田遙邨も一時期姫路

に住んでおります。郷土で生まれ育たれて生

涯を終えられた方もたくさんおありですが、

姫路にゆかりの方のコレクションもたくさん

持っております。これはとてもすばらしいこ

とだと思っております。 

私もジャンルがちょっと違いますので、美

術館に来て改めて勉強させていただき、見せ

ていただいて、そのすばらしいお仕事に感嘆

したことがたびたびございます。 

洋画では、私の母校の恩師飯田ｾﾞﾝ先生がい

らっしゃいます。同じ飯田先生で、勇先生も

いらっしゃいますが、飯田勇先生はまさに私

たちの美術の先生でした。ただ、きょう、同

期生もおりますけど、私たちはほぼ１回も飯

田先生に美術の授業を受けたことがありませ

ん。美術の時間に何してたかと言いますと、

校庭の草むしりをしておりました。 

私は長いこと飯田先生は用務員のおじさん

だと思ってたんですけれども、日本を代表す

る洋画家の一人だと聞いてびっくりした記憶

があるんです。飯田先生の作品もたくさんコ

レクションがございます。 

日本画では、ほかにも、私のとても好きな

森崎伯霊さんとか、丸投三代吉さんの大きな

作品もたくさんございます。 

郷土のすぐれた作家の作品を美術館が大切

に守っている。そして、その御家族はもとよ

りですが、ゆかりの方々が、その作品を通し

て、今は亡き方々の思いに触れるということ

は、美術館の大きな役割の一つだと思ってお

ります。 

ということで、そのコレクションの、すば

らしい作家の中のお一人の作品をこれから見

ていただこうと思います。まさにこの方の作

品は、きょうのシンポジウムにぴったりでは

ないかと思って、御遺族の御了解を得た上で

撮影をさせていただきました。ただ画集から

撮っておりますので、オリジナルから直接の

撮影ではございません。多少画像が粗いのは

残念ですが、でも画家の魂は十分皆さんのお

心に届く迫力を持っていると思いますので、

ごらんください。 

まず、作者の御紹介からいたしましょう。

作品が出てまいりました。内海敏夫さんです。

1918年のお生まれで、たつの市の御出身です。

でも、ずっと姫路で過ごされました。2010年

に92歳の御高齢で亡くなられましたが、生涯

現役の画家として、すばらしいお作品を残し

ていらっしゃいます。お若いころは川端画学

校で学ばれたようですが、もともと、私たち

にとって内海敏夫さんは、優れた人物画を描

かれる、肖像画とか裸婦の名作も多いんです

けれども、きょう御紹介する一連のものは、

内海先生のもう一方の代表作です。 

実は、兵庫の北の豊岡から南の淡路島、兵

庫の至るところの民家と町並みを描かれてい

ます。２冊御本がありまして、兵庫の民家と

町並みは300景、姫路と播州の町並みは200景

です。私も播州の出身ですので、加西市の絵

も数点ございます。私の知り合いの家がちゃ

んと描かれていてびっくりした記憶があるん

ですけれども、ここに出てまいります、御紹

介したいと思っておりますのは、特にこの周

辺、お城周辺は皆様にとっては非常に御近所

の風景です。まず下のほうに先生が描かれた

説明があるのですが、それをちょっと判読し

ていただくのは読みづらいかと思います。簡

単ですので、ざっと読ませていただきます。 

これは、まず姫路の龍野町１丁目。 

旧街道の龍野口に当たるため龍野町と呼ん

で、１丁目から６丁目まで続く。どっしりと

した構えの家が多く立ち並ぶ、西の果てに日

赤病院が薬師山を背にして建つ。手前は１丁

目、今井家裏の酒蔵、今井さんという大きな

お宅です。 

次をごらんください。同じく龍野町１丁目、
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今井家です。 

歴史の重みを漂わせ国道２号線の北に残る

龍野町筋、戦国時代、姫路城が小規模ながら

でき上がっていたころ、既に龍野町は生まれ

た。道の左の家は今、新築住宅になっている。

恐らく、この景観は全く残っていませんでし

ょうね。 

次は、材木町です。南の旧家、やはり今井

家です。大きなおうちですね。本当にすばら

しいお宅だと思います。 

市之橋を渡って南のほうに下がる。やはり

材木町が続く。材木町の旧家、今井家だが、

何となく人の気配がない。時代への思いを遮

断するように高層のマンションが建っている。 

次は、伊伝居です。伊伝居本町裏、船場川

という小説を数年かけて3,000枚書いた人があ

る。舞台になった伊伝居本町、流れは手前を

西に向かう。 

次は、船場川です。私はこの絵が大好きで

すが、市之橋から清水橋へ緩やかにカーブし

ながら中堀と船場川の間を北へ延びる散歩道

ということです。 

最後は、船場川の風景です。ごらんくださ

い。 

裏が船場川の流れで、片側しか町並みがな

いので、片町。市之橋から国道２号線を白鷺

橋近くまで下がった２階長屋、時代を感じま

すね。２号線拡幅で改造された船場ビルが背

後の空にと。このビルはどうでしょう。今で

もあるんでしょうか。 

それぞれ製作年数もありますが、いずれに

しても古く懐かしい風景です。 

内海敏夫さんは、もともと、そういった女

性や人物画を得意とされる方でしたが、「文

芸姫路」という文芸誌がございますが、そち

らの表紙絵を担当されるときに、特に編集長

から姫路周辺、それから、幅を広げて、兵庫

県下の町並みを写生してほしいと御依頼を受

けたようです。 

そのうちに先生のライフワークのようにな

られて、たくさんの絵を残されていますが、

すごくよく、すばらしいと思うのは、まなざ

しがとても優しいんです。風景を厳しく描く

というよりも、そこに住む人たちの暮らしを

いとおしむような、人の手でつくり上げられ

た景観を大切に思ってらっしゃる画家のまな

ざしを感じます。とてもすばらしい絵です。

これらがほとんどスケッチ、写生として描か

れたということに驚嘆いたします。機会があ

りましたら、ぜひ美術館でもたくさん内海先

生の作品を一堂に、それこそ、今は亡き古い

姫路の景観を見ていただくような機会をぜひ

持ちたいと願っております。 

では、ちょっと姫路の古い町並みのお話を

いたしましたので、もっと古いものを見てい

ただこうと思います。ごらんくださいませ。 

これ、皆さん、余りに古すぎて何だそれは

と思われるかもしれませんが、これは陸軍倉

庫時代の赤れんが館と姫路城。つまり、赤れ

んが館は現在の美術館でございます。こんな

風景だったんですね。航空写真で、ちょっと

鮮明さにも欠けますけれど、大体お城の周辺

の感じはわかりますね。 

昭和20年代になりますと、先ほど申し上げ

ましたように、この建物は市役所になります。

ごらんください。いかがですか。うちの副館

長は、初めて市役所に入所されたとき、ここ

の建物だったとおっしゃってました。でも、

私たちにとってはとても懐かしい風景です、

これ。やっぱり、市役所こんな感じだったな

と覚えています。 

同じく、年代はちょっと不詳ですが、市役

所時代の写真をごらんください。のどかです

ね。まだ自転車なんかが走っておりますね。

でも、市役所から美術館への改修工事が始ま

ります。ちょっとカラー写真が出てまいりま

す。ごらんください。 

こんなふうにして、大切に守られてきて、

受け継がれてきた建物だなということがよく

わかります。58年３月の竣工記念式典は、ま

たモノクロ写真になってしまうんですが、ご

らんください。お祝いムードが満載です。で
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も、女性はまだ着物の方が多いです。時代を

感じます。この景観は、今もほとんど変わり

ません。正面玄関のところです。 

では、ちょっと近代の美術館周辺をごらん

ください。いいですね、きょうも、まさに秋

晴れのもと、これらの木が今紅葉しておりま

すので、庭はまた一段と美しく魅力的な場所

になっております。現在はリニューアル工事

中ですので館内には御入館いただけないので

すが、現在も庭はもちろん一般公開になって

おります。展示物もございますので、ぜひい

らしていただきたいと思うのですが、少し美

術館周辺の景観についてお話をさせていただ

きたいと思います。 

これは庭を少しぐっと引いた、ちょうど北

側の翼になります。非常に細長い建物でして、

展示するにはなかなか難しい空間です。もと

もと美術館として建築されたものではござい

ませんので、みんなで苦労しながら、逆に変

則的な場所の美しさ、おもしろさを引き立た

せたいと企画を、頭をひねっておりますけれ

ども、ごらんのように姫路城周辺、美術館も

そうですが、クスノキがとても多いのです。

市のシンボルツリー、市の木はクスノキだと

聞いたことがあります。 

クスノキはエバーグリーンの常緑樹です。

ですから、今の季節でも、クスノキは紅葉を

当然いたしません。春先になりますと、古い

葉が落ちて新芽が出ます。ですから、古い葉

は当然冬の間もずっとエバーグリーンです。

常緑を保っておりますので、本当に景観が変

わらないんです。しかも、人間は色彩によっ

ていろいろ心が変化する、動くんですけれど

も、緑色はすごく心を安定させる色彩です。

新緑はもっと若々しい、わくわくするような

気持ちを起こさせるんですが、このクスノキ

のような深い緑は大きな安らぎ、安心を与え

ます。そして、クスノキそのものの樹形がと

てもいいんです。これから幾つもクスノキが

出てまいります。ここに少し出ているものも、

ごらんいただくと、こんもり茂という表現が

ぴったりの樹形です。これは絵にしますとき

も、すごく描きやすいというか、枝を固まり

として表現することができますので、非常に

どっしりした重量感が出ます。 

この木が本当にお城のお堀の周辺から大手

前公園のあたり一帯を埋めておりますので、

これは最も美しい姫路城周辺の景観を構成し

ているものの一つではないかと私は思ってお

ります。クスノキです。 

じゃあ、もう少しごらんください。この木

なんかもきれいですね。伸びやかで堂々とし

ていて、まさに美術館のれんがの外壁によく

似合います。どちらもお互いを引き立たせて

いるなと思います。 

さて、このクスノキですけれども、当然周

辺にも植えられておりますので、次の写真を

ごらんくださいませ。大分引いてまいりまし

た。これも大木ですね。 

もう一枚ごらんください。これは美術館の

外側の歩道になります。私の母校はちょうど

反対側にございますから、私の学生時代はこ

のような景観ではありませんでした。本当に

帰ってくるたびに姫路城とその周辺、母校周

辺が美しくなっていくなというのを驚きとと

もに感心して見ていたんですが。 

ここ、自転車で子供さんたちが通ってらっ

しゃいますね。何げない風景だと思うのです

が、よく見ますとこのクスノキは一列に植え

られてるわけではないのです。もう少し行き

ますとクスノキが真ん中にあったりするんで

す。ですから、当然自転車の人は、そのクス

ノキをよけないといけないんです｡クスノキが

一番端にあるところを回ります。場所によっ

ては、クスノキのために、ちょっと道幅を広

げてあるのかなと思うところもあるんです。 

これは、私は本当に姫路の人のすばらしさ

だといつも思うのです。片側には彫刻も美し

く配置されていますし、散策路としてもすば

らしいんですが、まず先にあるもの、既にあ

るものに対しての敬意がこの道のつくり方に

あらわれてるような気がいたします。これこ
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そが景観づくりの一番の基本の姿勢ではない

かなと思います。既に存在するもの、それは

物言わぬ植物でもそうですが、人の暮らしも

そうです。 

先ほど野里の街道の景観を保全されてる運

動が受賞されておりましたけれども、私の住

んでおります京都でも町並み条例、要するに

町家を保全することが一番大きな現代を生き

る京都市民の役割となっています。 

既にあるもの、人の暮らしの営みの中で保

たれてるものは、なかなか行政が、ああして

くれ、こうしてくれということは難しいのだ

と思うのですが、やっぱり、それを、たとえ、

そのお家に暮らしていなくても、そのお家に

暮らす人の暮らしぶり、京都の場合は角はぎ

とか言いまして、朝早くからちゃんと、御近

所の前は掃かずに、自分の家の前だけを掃く

というのがあるんですが、これ、いけずなわ

けではなくて、変にお隣まで掃いてしまうと

気を遣わせるという京都ならではの心配りで

す。 

そういったことも含めて、暮らしの大切さ、

脈々として、営々として営まれてきた暮らし

の美しさを、やはり景観の一部として、大き

な要素として考えているところが、この木の

あり方にも共通するように私は思っておりま

す。 

美術館は、来年春に改修を終わりましたら、

いよいよ本格的なリニューアル、再生の時代

を迎えます。先ほども申し上げましたような

たくさんなコレクション全てを展示するには

なかなかスペースが足りないのですけど、そ

んな工夫もしてまいりますが、やはりこの垣

根の内側の庭、市長からも、「いろいろ、も

っと庭の有効な活用を」というふうにも仰せ

つかっておりますが、本当に特別何かをじゃ

なくても、散策する、そこでゆっくりとした

時間を過ごしていただくためとしての緑の空

間としても、すばらしい庭園を供えておりま

す。そして、赤れんがの建物の後ろには、あ

の名城、姫路城がそびえております。このよ

うなシチュエーションの美術館は世界に２つ

とないと、私は関係者でありながら自慢に思

っております。 

美術館が、これからも姫路市の誇る美しい

景観を構成する重要な要素であり続けられる

ように、外観の美しさはもとよりですけども、

内側の充実も、これからもはかっていきたい

と思っております。 

短いお話になりましたが、景観について、

美術館の取り組みなどについても、お話をさ

せていただく機会を頂戴しましたことを本当

にうれしく思っております。 

少し質疑応答をということを聞いておりま

す。予定よりやや短めですが、これでひとま

ずお話を終わりたいと思います。御清聴あり

がとうございました。 
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（質疑応答） 

○質問者 いつも絵を楽しみに見せていただ

いてます。ありがとうございます。 

 永田先生は京都にお住まいだと思うのです

けれども、京都と比べて姫路のとてもいいな

と思うところがどこか教えていただけたらと

思います。 

○永田 萠 いっぱいあるんですけど、何と

言っても台風が来ないところ。ことし、21号

のとき京都は大変だったんです。私は上賀茂

と言いまして、三方が山のちょうど北を塞ぐ

山の麓に住んでいるんですが、本当にあんな

恐ろしい思いをしたことはありません。かわ

ら屋根は飛びますし、大きな木は本当に音を

立てて倒れましたし。姫路へ来ましたら、お

城の周辺何ともないじゃないですか。やっぱ

り、これは土地の神様に守られてるというか、

地形だけはいかんともしがたいものがありま

すね。奄美大島の人たちなんて、必ず台風が

通るんですから。 

 それを思うと、この播州平野の豊かさ、実

りもそうですが、やはり地形のすばらしさ、

本当に姫路駅におりまして真正面に世界遺産

のお城が見えて、世界遺産が目の前にそびえ

ていて、大きな道路があるじゃないですか、

あれもいいですね。都市の美しさ、まさにこ

こに極まってるという感じがします。京都駅

なんかおりても何も美しくないんですよ。本

当に京都駅は大失敗だと思います。姫路城と

姫路駅は大成功だと思うのですが。 

 それと、やはり日照時間の長さです。これ

もやっぱり取りかえることのできないもので

す。皆さん、先ほどもたくさん美しい写真の

中に、姫路城の夕焼け、夕日が落ちる風景が

ありましたね。あんな美しい夕焼けは播州で

ないと見られないんです。兵庫でも北のほう

に行きますと山が迫りますから。ああいう、

いつまでも空が赤く染まるこの季節、あの夕

暮れの美しさは、今も私もたくさん絵にしま

すけど、あれは幼いころにあの夕焼けを見て

育ったから描けると思っています。 

 食べ物まで言うときりがないんですけど、

私は帰るとき必ずアナゴを買って帰りますけ

れども、何もかもが満たされているところが

逆に姫路の弱点の一つかなと思います。反面

考えてみると、充足しますので余りほかへ行

こうなんていう気が多分起こらないんじゃな

いかと思いますが、私のように、よそ者とし

て一度離れて姫路を見ますと、姫路の美しさ

懐かしさが胸にしみますので、会場の皆様も

１回試しに二、三年姫路を離れられたら、改

めてふるさとのすばらしさを実感されるので

はないかと思います。 

 京都は、それはそれでいいところですけれ

ど、やっぱり、こちらで姫路なまりの言葉を

聞くと、すごくほっとします。 

ありがとうございました。 

○質問者 小学生のときから美術なんか全然

苦手だったんですけど、永田萠さんのお名前

と写真をすごく覚えております。 

○永田 萠 ありがとうございます。 

○質問者 私も地元にＵターンをして、改め

て姫路の景観にやっと目を向けられるように

なりまして、今、材木町で町家を改修してと

いうことで、いろいろ企画をしてるんですが、

そこにやはり若い人たちをいかにまちづくり

に巻き込むかを考えている中で、どういうこ

とを伝えていけばいいですとか、ぜひ見ても

らいたいものとか、行ってほしい場所とかが

あれば、ヒントをいただきたく思います。 

○永田 萠 材木町のまだ残ってる景観は本

当に貴重なものですので、多分美術館もそう

ですが、キーワードの１つに子供というのが

あるんですけれども、私たち大人はそれなり

に人生限られた残り時間を数えることになる

のですが、子供たちは未来を担う存在ですの

で、やはり子供たちに町家体験、子供たちに

昔の暮らしの、例えば、ちゃぶ台で御飯を食

べるとか、今の子供たちにとっては日常生活

ではあり得ないことだと思うのですが、可能

ならかまどで御飯を炊いてみるとか、暮らし

体験を京都の場合もすごく大事にしてるんで
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す。 

 やっぱり展示したり見てもらったりする時

代から、そこで何かをつくり出す、創生する

時代に、美術館ももとよりですが、そういう

場としての町家の魅力を若い世代の方たち、

若いと言わずに、もっと若い子供さんたちを

巻き込んでされるのが一つの方法ではないか

なと思います。 

 素敵ですね。また、呼んでください。近く

ですから遊びに行きますので。 

ありがとうございます。 

○質問者 私、姫路で生まれたんですけども

今、相生にいるんですけども。姫路で、お城

をバックに、れんが通りというのが一番いい

景色だと思うのですよ。 

 今度2020年のオリンピックが来ますけども、

もっと外人を、お城だけ見て帰らずに、そっ

ちのほうに運んでもらうルートを、姫路市も。

もっともっとＰＲが私足りないと思うんです

よ、せっかくのいいところを。この機会を逃

すことは、インバウンドと言ってますけども、

ちょっとその辺が抜けてると思うんですけど

も、その辺もっと具体的に、案内とかルート

とか。 

○永田 萠 ありがとうございます。 

○質問者 坂道を上がって東のとこからすぐ

帰らずに、こっちへ来るルートを。 

○永田 萠 そうなんですよ。回ってほしい

ですよね。 

○質問者 いいアングルがあることなんかも

外人にわかるように。それはやはりＰＲが、

もっと英語の看板をする……。 

○永田 萠 おっしゃるとおりです、本当に。 

 今、袖で市長が聞いてらっしゃると思いま

すが。 

○質問者 それともう一つ、この姫路の西に

たつのというまちがあるんです。あそこが、

小学の６年生とか中学の３年生が町を案内す

るガイドを勉強しまして。 

○永田 萠 いいですね。 

○質問者 前に石見市長さんに言ったんです

よ。姫路はすごいと言うから、たつのを一遍

見てくださいと。たつのの堀家という兵庫県

で一番のがあるんですけど、そこを小学生が、

「私が御案内します」と遠方から来られた方

を案内しておるんで、私はその辺は姫路もお

城だけやなしに美術館も案内するような、小

学生からずっと育てていくということです。

よろしくお願いいたします。 

○永田 萠 すばらしいですね。ありがとう

ございます。 

 本当にすばらしい御意見で、後ほどのシン

ポジウムで、もしマイクが回ってきたら言お

うと思ったことをこの際に言わせていただこ

うと思うのですが、私はやっぱりカフェだと

思うんです。 

 美術館にとって、もちろん展示されるすば

らしい世界のメニューは重要ですが、やっぱ

りミュージアムカフェとミュージアムショッ

プは。海外の方々が絶対に美術館に必要なも

のとして、美術館に行くならそこでゆっくり

アートを見て、その後、お茶を飲もうと思わ

れるんです。 

残念ながら、姫路城の周辺にそういう場所

がないのです。ですから、私はここで声を大

にして、ぜひ美術館のお庭の中にミュージア

ムカフェをつくっていただきたいと思うんで

す。 

そうしますと、ちょうど東のほうにおりて

きていただいて、ゆっくりお城をごらんにな

った後の一休み、お茶を飲んだ後、次はアー

トというよい流れができると思います。 

美術館も、これからは大人のためのアート

というだけではなくて、子供さんのためのア

ート観賞のワークショップとかいろんなこと

を考えたいと思いますので、先ほど申し上げ

ました子供さんたちの力をパワーにして頑張

りたいと思います。 

でも、その御意見はぜひ、もう一度市長に

もおっしゃっていただいて。ちなみに、内海

敏夫先生は、たつの市のすばらしい風景をた

くさん描かれております。 



－16－ 

ありがとうございました。 


